
北海道江差町の地域経済を御神酒の地産地消で元気にする

北海道教育大学函館校 古地順一郎ゼミ

第一回はこだて学生政策アイデアコンテスト 発表提案



北海道江差町

総人口 : ８，１２１人 総面積 : １０９．５３km2

北海道遺産 江差姥神大神宮渡御祭

３７０年の歴史を誇る、北海道最古の祭。

町民のほぼ全員が参加する一大行事。

・古地ゼミは、２年間に亘り江差町で活動。

・町の全面協力の下、３年小野寺が２４日間滞在。

ヒアリング・フィールドワーク・資料調査を行う。
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基幹産業 : 農業・水産業

「民謡：江差追分」 「江差姥神大神宮渡御祭」

豪華絢爛な「山車行列」 数百キロの神輿を２日間担ぎ続ける



リサーチ・クエスチョン（明らかにしたい内容）

「 なぜ郷土愛は強いのに、若者は人口流出し続けるのか？ 」

仮説
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ヒアリング調査 ： 「祭には参加しに帰ってくるが、江差町には居住しない」

「住民の所得が向上すればするほど、若者の定住は増加する」

山本地方創生相 「地方創生とは、地方の平均所得を上げること」 （H28.8.8 会見）

一定所得の実現

社会増

交流人口増

魅力の向上

ＰＲ効果

問題を設定 仮説を検討 仮説検証・評価

２年間で芽生えた問題意識

滞在調査での成果

地域の方々を招いて

本提案の発表会を開催

政策リサーチのスキーム
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地方でのビッグデータ（ＲＥＳＡＳ）・ＩＴの活用には限界がある

石破前地方創生相の発言

「 （ＲＥＳＡＳの浸透には）地域的な偏りがある」 （平成27年11月20日 記者会見）

「情報通信産業：情報サービス業」の特化係数（付加価値額）分析

人口規模に左右されやすい傾向がある

グラフ：産業マップ・稼ぐ力分析「都道府県・市区町村の分布を見る」より並び替え

はこだて未来大の存在

室蘭工業大・市ＩＣＴ推進課の存在

市情報化推進室の存在

人口が多い都市ベスト２０に全てランクイン

目立った特徴は見られなかった

情報サービス業が発展している都市ベスト１０

技術活用には「活かせる人材・環境」が必要

ＩＴ・ビッグデータの利用に関する地域条件

人口

技術だけあっても有効活用できない

操作が簡単なＲＥＳＡＳであれば

「ＩＴ・ビッグデータ」 と 「現場」 が両立可能



学生研究所

加工業で醸造した

御神酒の地産地消

第二次産業

食料品加工業

（ＩＴ・ビッグデータ）

（地域特性）

（現地調査）

全国共通の「ＲＥＳＡＳによる地方創生」

ＲＥＳＡＳを活用した江差町の地方創生シナリオ

「Ｋ・Ｋ・Ｏ」 に

左右されない提案

現状の確認

原因の探求

アイデアを

具体化
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①若年層の流出

②就職層の流入と流出

人口移動（社会減）分析 （1）

近年になるほど

流入出は緩やかに

③高齢者層の流入

RESAS × 資料調査 による要因の推測

【グラフの波状分析：なぜ緩やかに？】

子どもの減少（自然減）

③高齢者流入:

②就職層流入出：

①若年層流出：

介護施設が充実

Ｕターン・官公庁

進学・就職

進学先の出現

官公庁の規模縮小

更に詳細な男女別推移を分析

江差町まち・ひと・しごと総合戦略に基づき

Uターン者の減少
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人口移動（社会減）分析 （2）

人口ピラミッドから男女別推移をグラフ化！人口ピラミッドから男女別推移をグラフ化！

現状の「人口マップ」では、男女別推移は無い

「○○年の○○世代」 を基準として、

それの 「５年前の１世代下」 と比較

「人口マップ：人口構成」の人口ピラミッドを使用

【2005年】から【2000年】を引くと・・・

この世代の男子推移数が判明する

2000年：男子5～9歳 2005年：男子10～14歳

同

じ

人

達

「人口コーホート分析」

【2000年】【2005年】【2010年】を対象に

10年間の男女別推移を計算、グラフ化

RESASを加工し、減少の特徴を分析

（参考研究：東洋大学ＰＰＰ研究所）
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人口移動（社会減）分析 （3） 江差町：世代男女別人口推移グラフ

０

０

①：小学生-中学生・中学生-高校生の急激な減少

②：25-29歳の大幅な流入

③：30-34歳の大幅な流出

①：小学生-中学生・中学生-高校生の急激な減少

②：10年間で激増した25～29歳の流出

③：10年間で激減した40～44歳の流出

【小学生・中学生から始まっていた社会減】

【町での就職を検討する若年男性】

【移動しなくなった家族（母親）】

分析結果

テーマＡ・Ｃ・Ｄの

視点から検討

人口推移数：男性合計（2000-2005・2005-2010）
人口推移数：女性合計（2000-2005・2005-2010）
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Ｕターン者のニーズに

応えられていない

母親



学生研究所

「 『江差町北前文化学生研究所』 の創設」政策提案① :  

コンセプト ： 「江差に目を向ける教育」

９年間の一貫教育

江差教育の特色

江差郷土の特色

強い郷土愛

江差文化の特色

北前文化

希望する小中学校の生徒を「研究員」として江差町が「任命」し、「研究」 と称して江差町・

北前文化の学習機会を創出することで、町内での就職が有利になる仕組み（特権）を構築する。

江差町北前文化学生研究所

小学校 中学校 高校

研究員 教授 博士

・生徒達が自主的に調査

地域課題解決型PBL （Problem Based Learning） の実施

「町公認研究員」の肩書きを授与

「町公認研究員」は、町内の官民が優先的に採用

…将来を見据えて町に留まる家族が増える

「家族」を

町内に留める

・町民に向けて報告会を実施

まち全体で次世代を育成、社会減を抑えていく仕組み

外部の目

大学生



第二次産業分析

江差町は第二次産業が弱い

付加価値額は１,７４１自治体中１,６５４位

修正特化係数は飛び抜けて低い0.27

主力産業群に牽引されて

経済波及効果が見込める産業群

他産業との連関性が低く、

経済波及効果が低い産業群

主力産業群

食料品

影響力1.36

感応力0.90

食料品製造業に他産業からの影響を強く受けさせれば

（感応力指数の向上）、第二次産業の育成に繋がる

食料品製造業に注目した新たな試み弱点（=伸びしろ）の強化を推進
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周辺自治体の影響力・感応度分析

せたな町

八雲町

乙部町

奥尻町

上ノ国町

松前町

渡島半島・日本海側沿岸部との地域間比較

影響力1.37

感応力0.91

影響力1.42

感応力0.98

影響力1.38

感応力0.98

影響力1.49

感応力1.14

影響力1.37

感応力0.93

影響力1.44

感応力0.99

地域比較の結果

食料品製造業が主力産業に

なっているのは乙部町のみ

周辺自治体は食料品を

活かせていない可能性有

隣町の乙部町は

食料品が主力産業の一つ

乙部町は先行事例

江差町も可能性有

広域連携で協力要請

地域特性を考慮した試み

１１/15



第二次産業 食料品加工業

加工製品案① ： 「 『缶つま』 の真空パック食品化」

缶詰を使った酒のつまみのこと。

グランプリが開催されるほど人気。

江差町水産動物水揚量(H27)

「缶つま」 とは・・・

缶つまに加工可能

真空パック食品の

可能性を示唆

先行研究調査 ・・・

ヒアリング調査 ・・・ 「工場は建設できない」

→真空パックは小規模設備で可能

生産物・郷土料理を真空パック食品に加工

地形的に

工場を作ることが難しい

缶つまの内容を真空パック化して製造する

地域色を活かした持続的な産業を創出

大きな問題

「食料品加工業の育成による産業強化」政策提案② :  

町特産の生産物を加工して食品や日本酒を製造し、域外輸出・地産地消を推進する。



第二次産業 食料品加工業

加工製品案② ： 「地域特性を生かした、広域連携による日本酒造り」

江差町農業花火図

稲作

雑穀

いも

農業分析

江差町は農業の中で

稲作が強い

従来までの地酒は

江差産ではない

湧水を使用して海外に発信する日本酒を造る

水道料金が北海道で最も高い

水資源 ・・・

「民謡：江差追分」の

海外支部を活用

支部が集中するカルフォルニア州を

中心に江差産の日本酒を売り込む

江差独自の海外ネットワークで世界へ

道南・檜山地方は名水の産地現地調査 ・・・

乙部町（隣町） ・・・ といの水、能登の水、他３か所

厚沢部町（隣町） ・・・ 相生水源地

ヒアリング調査 ・・・ 「江差町にも山中に湧水地あり」

道南は湧水の宝庫

販路計画 ・・・ 民謡海外支部を活用

酒米 ・・・ 既に栽培中 （吟風）

広域連携と海外展開で地域全体が儲かる

山口県岩国市では１本8万8千円の日本酒

「夢雀」がドバイ・香港などに進出中

先行事例 : 

(一例）



加工業で醸造した御神酒の地産地消

（ テーマＣ ）

江差姥神大神宮渡御祭

祭では大量の御神酒が奉納される

①学生研究所で人材確保

御神酒の地産地消による第二次産業消費額・投資額の増加

地域経済循環シナリオ

地産地消と６次産業化により

民間消費・投資額が増加

５３＋１

３１２

３０２＋10

第二次産業・関連産業・６次化に

関わった企業団体の付加価値が増加

所得への分配

３１２

（３０２＋10）

所得からの支出

３５３

（３４３＋10）

第二次産業・関連産業・６次化に

関わった企業団体の雇用者所得、

企業所得が増加

４０

３９

９

１７０

９４

２ ６

２

２６９

２０１３

６０

（流入＋流出）

７

３

１４６
１３６

御神酒の地産地消を促進するために、農家、食料加工業者、研究機関等が

地域外のファンドから資金調達して設備投資。

また、製品化された御神酒・缶つまにより地域内の民間消費額が増加。

投資された企業・団体が６次産業化に取り組み、付加価値額が増加。

御神酒・缶つまの消費と関連する新規需要により、各産業の付加価値が増加。

関連産業の雇用者所得・企業所得が増加する。

②食品加工業で産業創出

③祭で一定的に加工品を大量消費

基本は地域での一年を通した地産地消



小中学生

江差町北前文化研究所に参加

江差町に就職

結婚・子育て

域外・海外へ発信

海外に注目した日本酒造り

江差町の真空パック製品

漁業・水産業

稲作

稼げる産業化

江差姥神大神宮渡御祭

町内で消費

データを用いた現状把握

提案①：江差町北前文化研究所

提案②：食料品加工産業を育成

提案③：御神酒の地産地消
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現場の協働・協力 有効な対策に繋がる



まち・ひと・しごと創生本部 『地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）』 2016年10月27日操作

まち・ひと・しごと創生本部 2015 『地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ） 操作マニュアル』2016年10月27日閲覧

北海道江差町ＨＰ 『江差町の文化』『江差町の産業』 2016年10月27日閲覧

内閣府ＨＰ 2016 『山本内閣府特命担当大臣繰上げ閣議後記者会見要旨 平成28年８月８日』 2016年10月27日閲覧

伊藤修一郎 2011 『政策リサーチ入門』 東京大学出版会

内閣府ＨＰ 2015 『石破内閣府特命担当大臣記者会見要旨 平成27年11月20日』 2016年10月27日閲覧

国立大学法人 室蘭工業大学ＨＰ 2016 『学部 情報電子工学系学科』 2016年10月27日閲覧

北海道室蘭市ＨＰ 『企画財政部 ＩＣＴ推進課 ＩＣＴ推進係』 2016年10月27日閲覧

北海道滝川市ＨＰ 『第１章 情報化基本構想の策定にあたって』 2016年10月27日閲覧

内閣府ＨＰ 2015 『石破内閣府特命担当大臣記者会見要旨 平成27年４月21日』 2016年10月27日閲覧

東洋大学ＰＰＰ研究センター 2011 『人口分析から地域の特徴を抽出するプロファイリング手法』 2016年10月27日閲覧

北海道教育大学函館校ＨＰ 2015 『国際地域学科 カリキュラムの特長』 2016年10月27日閲覧

のーすもーる☆北海道の森ＨＰ 2005 『北海道名水紀行シリーズ 道南地区』 2016年10月27日閲覧

缶つま倶楽部ＨＰ 2016 『「缶つま」ってなぁに？』『缶つまラインナップ』 国分グループ本社株式会社 2016年10月27日閲覧

缶つま倶楽部ＨＰ 2015 『缶つま総選挙2015』 国分グループ本社株式会社 2016年10月27日閲覧

江口裕子 2016 『檜山支庁における農作物の利用と加工』 Ｊ-STAGE(Japan Science Technology Information 

Aggregator,Eletronic） 2016年10月27日閲覧

函館新聞 2016月10月6日付 『江差の酒米収穫上々 経済同友会が地酒造り』

江差追分会ＨＰ 2013 『江差追分会 支部一覧』

朝日新聞デジタル 2016年10月23日付 『１本８万８千円 山口産の日本酒「夢雀」、狙うは海外』

この他ヒヤリング調査・フィールドワークにて情報収集をした。ご協力を頂いた皆様、誠にありがとうございました。


